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【背景と目的】 

高齢者の増加や新型コロナウイルス感染症の影響でストレスの高まる社会背景の中、脱毛や薄毛に悩

む人が急増しており、安全で有効な育毛剤のニーズが高まっている。ヨウ化ニンニクエキスは、ユリ

科植物であるニンニクの鱗茎のエタノール抽出物をヨウ素化して得られた濃縮物であり基礎化粧品や

育毛剤に広く使用される。ヨウ化ニンニクエキスは皮膚機能を高める有用な効果が謳われる一方で、

育毛に関する機能とメカニズムの詳細は解析の余地を残している。そこで本研究は、毛母細胞の分裂

を制御する毛乳頭細胞への作用に着目し、増殖や遺伝子発現に及ぼすヨウ化ニンニクの影響を明らか

にすることを目的とした。 

 

【方法】 

本研究では、ヒト毛乳頭細胞（TaKaRa社, human follicle dermal papilla cells）を使用し、試験試

料として 80%ヨウ化ニンニクエキスの水溶媒を使用した。また、成長因子である SupplementMix (TaKaRa

社)の存在下、非存在下の群を用意した。HFDPC を前培養後、試験試料を培地にて段階希釈して細胞へ

と処理し、一定期間の培養後、細胞生存活性の検出試薬の比色定量によって細胞の増殖率を求めた。

また、ヘアサイクル関連遺伝子の発現は定量 PCRを用いて解析した。 

 

【結果と考察】 

ヨウ化ニンニクエキスを処理した群では、対照群に比べてヒト毛乳頭細胞の細胞増殖率が有意に増加

した。ヒト毛乳頭細胞の遺伝子発現解析では、毛母細胞の増殖促進作用に関連する遺伝子の発現増加

と毛母細胞の増殖抑制作用に関連する遺伝子の発現に対する減少傾向が見られた。以上の解析から、

ヨウ化ニンニクエキスはヒト毛乳頭細胞の増殖を促進することで育毛に寄与する可能性が示唆され

た。今後の研究展開として、ゲノムワイドな RNA-Seq 解析を実施し、ヨウ化ニンニクエキスの増殖促

進作用のメカニズムや他の機能性を明らかにしたい。 

 

※無断転載禁止 


